





要旨                                             
これまでに筆者らはアケビ発酵液中の細菌叢分析を行い、Fructobacillus pseudoficulneus（果実、花など
からの分離例がある乳酸桿菌で 2008年に Endoらにより同定）、Leuconostoc pseudomesenteroides（グルコー
スからガスを生成する乳酸球菌で植物、牛乳、乳製品から分離）、Candida zemplinina（ワインおよびワインの
発酵過程からの分離例がある）を認めた。ピオーネ栽培において定植時に根部をアケビ発酵液に浸漬すると、
植物体のセルロース量増大とポリフェノール量の増加が観察された。                                               
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実  植物体（枝・葉の合計） 
対照群  633±89.2 112±27.5 









酸量(酒石酸換算 g/100g)  ｐH 
対照群  0.49±0.01   3.7±0.23 






対照群  166±3.98 
試験群  192±2.57＊ 
値は平均±標準偏差で示した。 
＊：危険率５％以下で有意差を認めた。 
 
